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人 文 学 報
出席している｡この数を,どのように解するかむずかしいところであるO華族全体の員数から
みると決 して多い数とはいえない｡しかし第一議会開院時の華族議員135名のうち,議会活動















立花桂恭 〔275票),鍋島涯彬 (273票),大給恒 〔271票),加納久宜 し268票),谷干城 (266票),大

























藤波言忠 (主馬頭),品川弥二郎 (宮中顧問′臣,五辻安仲 (大抵大夫),香川敬三 (皇宮大夫),松
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人 文 学 報
表2 会派の活動状態 (集会回数･出席人員〕
月 曜 会 三 曜 会 L 研 究 会 懇 話
会年 月 ｢品表 裏打品 撒 霊若 平均 を回数 ほ 葺 け 均 回数
霊整序 与㌦ 1.4 4 294 27 j llT 十 号 U T
P 4 十 ｢㌔ 567ド 28193l2 22195
柄 i
日 1ー 1廿 34
11 2 1 8 1 8 123い10184 15216
rll 13 日 417 2
日 l5 4 用 い 2 日2 2呂 弓1912
21 12芸L.7 2 甘 143
廿 6 竪子o 1592.1 2 描 二: 1 9 92 4 138
ll1 裾照 19;宜 ;3 両･o ∋岩 上
･ L15 151 34 ･2 ㌔13トは5 き2冒 15 34服i5678 21 ; 日
16･5 ㌔ 13 ㌔ 41と 12日ワ1 H o .8L4日 23甘 12と‖9
10ll2 帖 2357 1日 ‖L 壬冒仁.8














































として曽我祐準 (千),小沢武雄 (男),伊丹垂賢 (勅),渡正元 (勅)と幹事に鍋島直彬 (千),
松平信TF((),安藤則命 (勅),藤村紫朗 (初)を選び会Rを毎月第一 ･第三月曜と定めた0
39










翌91年 1月9日,会名を同盟会と改め,さらに3月12日には同志会と改称 し,規約 (全4章20
条)も定めた｡
規約には ｢本会ノ決議ヲ代表スル為メ,帝鮎 義会二於テノ発議者ハ,全員協議ヲ以テ之ヲ走




















している｡しかし 『華族会館誌』で見る限 り ｢加納有志 (又は同志J会｣ として,表 2のごと
40
初期議会の員族院と華族 (佐々木)









た16㌧ 当初の会員は約40名といわれ,幹部は大原重朝 (仙 ),万里小路適屠 し伯),岡部長職
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翌 5U,午後 1時50分,予算案をめぐる本会議が開始された｡冒頭, T,算委副委員長細川潤
次郎 (谷T,算委員長は辞任)が,時間がなく充分な審査は出来なかったが ｢政府委員ノ言ブコト
ヲ信ジマシテ,即チ原案ヲ可ナリト決シ｣(2 650ノた,と発言したnこれに対 し ｢旨判ヲ捺
スヤウナ-･･･万一此第 一期ノ同会二,箇様ナ習慣ヲ遺シマシタナラバ,千百年ノ後迄モ此習慣
ガ遺ルデゴザリマセウ｣(2 651)川川1漕J,｢他年 一日,衆議院ノ抜居跳梁ハ何ヲ以テ防グコ

























































たものが,村 卜桂策 (懇話会,多額),小沢武雄 (懇話会,男),山口尚芳 し懇話会,勅),三浦安
(懇話会,刺),鍋島直彬 (懇話会,I),曽我祐準 (懇話会,車 で,反対者は,小幡美稲 (研究会,
勅),相羽美静 し無所鳳 子).千家尊福 (研究会,罪),加藤弘之 し無所属,勅),加納久lL(軽所

















































政府の ｢藩塀｣たるべき貴族院は,案外に早 くもそのモロさを露呈した｡ しかし政府はその
簾のモロさを,研究会という新たな素材で補強することが出来たのであった｡谷 ｢城の思惑は

























近 衛 篤 暦
二 条 基 弘
人 給 恒
松 平 信 正
津 軽 承 叙
日野 西 光 善
松 ､Li-乗 承
清 岡 公 張
新 荘 匿 陳
勘解由/｣､路賓生
立 花 種 恭
五 条 為 栄















































鶴 殿 忠 帯
杉 渓 吉 長
拐 取 素 彦
二 浦 安
-: ∴ ∴ 1-
























) 『貴族院の会派研究会史』明治大正鼠 168頁oなお 『華族会館誌』には何 ら記事は見られないo
) ｢L岐字文吉｣40 0
18) 『伊藤博文関係文書』2,166頁｡
19) 『帝国議会貴族院議事速記録』2,632頁｡以 卜同書からの引用は (2 632)のごとく本文中に
註記する｡
20) 『帝国議会貴族院委員会速記録』明治編 1,6頁.以下同喜からの引用は (香- 6)のごとく本
文中に註記する｡)
21)『帝国議会貴族院議事速記録』1,61頁｡
22) 同上,63･64頁｡
23) 前山芝原杯自論文,341頁｡
24〕『帝国議会貴族院議事速記録』3,111頁0
25〕 同上,14O頁｡
26) 註 17)にirTlじC
27) 『伊藤博文関係文書』2,121頁｡
28) 俗 十城遺稿』下,133頁｡
29)30) 『伊藤博文関係文書』2,166頁｡
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